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はじめに 
 

京都薬科⼤学バイオサイエンス研究センター（BSRC）では、施設概要、利⽤および運営状
況、研究成果等を、2020 年度より年報（Annual Report）として公表しており、今般、2023
年度版（Annual Report 2023）の発刊となりました。 

BSRC は、2013 年（平成 25 年）6 ⽉に竣⼯、同年 9 ⽉より稼働しており、本邦薬系⼤学の
動物実験研究施設としては、最⾼⽔準の規模と設備を有する施設でもあります。2023 年度 9
⽉で 10 年⽬を迎え、この間、新型コロナウイルス感染拡⼤に伴う⼊館制限等がありました
が、今では制限時以前の利⽤者数まで戻っており、年平均で延べ 2 万⼈を超える学部学⽣、
⼤学院⽣、研究員・研究⽣、教員等が利⽤しております。 

BSRC では、医学・薬学・⽣命科学研究において必須となる動物個体レベルでの解析のみ
ならず、実験動物の福祉や、動物実験の倫理に配慮した適正な動物実験の実施、質の⾼い実
験結果の取得をも念頭においた飼育環境や実験設備が整備されております。また、近隣環境
への配慮として、特に排⽔・騒⾳・臭気対策も徹底されております。このような環境設備の
下、新規導⼊動物のクリーン（SPF）化や、将来への系統維持・事故等に伴う系統の喪失リス
クに対応するための胚操作技術の提供、さらには新規の病態モデルや遺伝⼦改変動物の作製
などを、BSRC が主体となって実施する体制の構築を進めており、本学のバイオサイエンス
における先端的研究を⽀える拠点として展開しております。⼀⽅、研究を教育へ反映させる
ことを⽬的として、先端的動物実験に関する知識・技術の習得に加え、倫理教育にも積極的
に取組んでおり、科学的思考⼒と⾼い倫理観の醸成に貢献できるよう努めております。 

新型コロナウイルス感染拡⼤への対応も⼀段落しましたが、今後も引き続き、様々な環境
下に柔軟かつ適切に対応してまいります。また、より先端的な研究を効率よく効果的に実施
できる施設であることを念頭に、BSRC の点検・改善を重ねる運営を⾏なってまいります。 

 
2024年 11 ⽉ 1⽇ 

京都薬科⼤学 
バイオサイエンス研究センター⻑ 

秋 葉 聡 
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1. 沿⾰と概要                  
 

1) 理念・特徴・沿⾰ 
 

Ø バイオサイエンス研究センターの理念 

² 先端的研究の実施が可能な機能・品質・効率に優れた動物実験研究施設 

² 研究内容の変化に対応し、稼働しながら機能更新可能で寿命の⻑い施設 

² 知の創造拠点にふさわしい衛⽣的かつ安全な空間を備えた費⽤対効果の⾼い施設 

 

Ø バイオサイエンス研究センターの特徴 

² 作業動線が厳密に管理 

² SPF 環境下で動物の飼育と実験が可能 

² 騒⾳・排⽔・臭気対策を徹底 

 

Ø バイオサイエンス研究センターの運営・運⽤⽅針 

² 国内の薬系⼤学において、規模、設備、内容共に最⾼⽔準の施設であること 

² 質の⾼い研究成果が得られるように実験動物・動物実験の諸環境を整えること 

² 実験動物の福祉、動物実験の倫理に配慮した適正な動物実験が遂⾏されること 

 

Ø バイオサイエンス研究センターの沿⾰ 

1965 年（昭和 40 年）の本学⼤学院修⼠課程の設置に伴い、データの信頼性を⾼めるた

めに空調設備を有する動物実験施設の要望が⾼まり、1970 年（昭和 45 年）に本校地の薬

草園跡地に「中央動物実験施設」が建設されました。 

⽣命科学研究における動物実験の必要性が⾼まるにつれて、本学でも実験動物を⽤いた

研究が盛んになってきたことから、1981 年（昭和 56 年）に鉄筋コンクリート 3階建の「動

物実験研究センター」への建て替えが⾏われました。その後約 30 年に亘って、動物実験研

究センターは本学の薬学研究に⼤きく貢献してきましたが、建物の⽼朽化が著しく、現在
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では⼀般的となっている SPF*レベルでの運⽤が困難であったため、2012 年（平成 24年）

2 ⽉に南校地にバイオサイエンス研究センター（BSRC）を着⼯し、2013 年（平成 25 年）

6 ⽉に竣⼯、同年 9 ⽉より稼働しています。 

2011 年 10 ⽉に京都薬科⼤学動物実験実施規程（機関内規程）が制定、実験動物の福祉

と動物実験の倫理に配慮した実験が⾏われるように動物実験委員会が設置され、動物実験

の 3R の原則**（Replacement, Reduction, Refinement）に基づき、科学的・倫理的な観点

から適正に本学の動物実験は実施されています。 

 

* SPF：Specific Pathogen Free の略で、定められた細菌・ウイルス・寄⽣⾍等がいない状態 

** Replacement：動物を⽤いない代替法を利⽤する。 

 Reduction：使⽤する動物の匹数を減らす。 

 Refinement：動物に与える苦痛を軽減する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

バイオサイエンス研究センター外観 
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2) センター概要                       
 

所在地 
京都薬科⼤学 南校地 

〒607-841 京都府京都市⼭科区四丁野町 1 

バイオサイエンス研究センター

五条別交差点

京都薬科大学
本校地

京都薬科大学
南校地

建築面積 781.19 ㎡

延べ床面積 2503.89 ㎡

規模・構造 地下1階/地上3階 鉄筋コンクリート造

設備

SPF飼育室 マウス6室/ラット2室/モルモット・ウサギ1室

実験室 SPF研究室6室/一般研究室2室

検疫室・感染室 検疫飼育室・実験室/感染飼育室・実験室

大動物室 大型動物飼育室・実験室

その他 洗浄室/屍体廃棄保管庫/排水処理室/排気処理室/
空調機械室/ボイラー室 等

居室等 事務室/委託業者控室

最大収容ケージ数

SPF区域 マウス1872 / ラット432 / モルモット96 / ウサギ15

検疫室 マウス224 / ラット76

感染室 マウス20 /ラット16

最大収容匹数

SPF区域 マウス9360 / ラット1296 / モルモット192/ ウサギ15

検疫室 マウス1120 / ラット228

感染室 マウス100 /ラット48

入退館管理システム 建物への入退館管理、SPFエリアへの入室管理
ケージ管理システム
（BSRC-web) 動物の搬入、使用ケージの管理、実験室・機器の予約システム

次亜塩素酸水製造装置 次亜水の製造および各研究室等への配水システム

自動給水装置 フィルター＋UV殺菌、全館配水システム

施設概要 
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バイオサイエンス研究センター フロアマップ 
 

 
 
 
セキュリティ・動線管理 
 

カード⽅式により BSCR への⼊退館、各エリアへの⼊退域、さらには各エリア間
の動線の管理および記録が⾏われている。  

SPFエリア
一般エリア

検疫エリア
感染実験エリア

2F

後室・パスルーム
洗浄室大型動物実験エリア

1F BF

カードリーダー 管理画⾯ 
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SPF エリア 

脱⾐室 

着⾐室 エアシャワー 

⼀時保管室 SPF 倉庫 
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SPF 飼育室（マウス） SPF 飼育室（ラット） 

SPF 飼育室（モルモット・ウサギ） 

マウス・ラット飼育室では個別・陰圧⼀⽅向流式ラック（アイラックシステム）を採⽤。 

SPF 研究室 

SPF エリア内に⼤⼩ 6 つの研究室を設置し、SPF レベルでの様々な実験に対応。 

飼料冷蔵保管庫 

モルモット・ウサギ飼育室ではオートスクレ
ーパーユニット付き陰圧⼀⽅向流式ラックを
採⽤。 

滅菌済み飼料等は冷蔵で保管。 
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検疫エリア 

検疫飼育室 検疫室 

微⽣物検査、クリーン（SPF）化、体外受精や胚・精⼦凍結などの胚操作、遺伝⼦改変動物の
作製などを実施。 

⼀般エリア 

研究室 A 研究室 B 

⼀般エリアには 2 つ研究室を設置し、⾃由度の⾼い様々な実験に対応。 
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  感染実験エリア 

感染動物飼育室 感染実験室 

洗浄室 

オートクレーブ（SPF ⽤） オートクレーブ（感染⽤） 

洗浄機 洗濯・乾燥機 

BSL2 レベルまでの感染動物実験に対応。動物の飼育は個別換気ケージを採⽤。 
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  その他 

ISS：Interstitial Space 
 

排⽔処理施設 
 

露点浴⽅式空調機 
 

光触媒脱臭装置 
 

次亜塩素酸⽔製造装置 
 

オゾン脱臭装置 
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3) 施設付帯（設置）機器 
 
⼀般・検疫エリア 
 

研究室/実験室 設備・機器 

研究室 A 

安全キャビネット 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

冷凍冷蔵庫 

オートクレーブ 

低速冷却遠⼼機 

微量⾼速遠⼼機 

⿇酔器 

CO2 インキュベーター 

実体顕微鏡・光学顕微鏡 

研究室 B 

ドラフトチャンバー 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

⿇酔器 

実体顕微鏡 

検疫実験室 

安全キャビネット 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

オートクレーブ 

実体顕微鏡 

CO2 インキュベーター 

倒⽴顕微鏡 

低速冷却遠⼼機 
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SPF エリア 
 

研究室/実験室 設備・機器 

SPF 研究室 1 
（ラット専⽤） 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

SPF 研究室 2 
（ラット専⽤） 

ドラフトチャンバー 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

⿇酔器 

SPF 研究室 3 
（マウス・ラット兼⽤） 

安全キャビネット 

⿇酔フード 

⿇酔器 

動物⽤天秤 

冷凍冷蔵庫 

オートクレーブ 

低速冷却遠⼼機 

微量⾼速遠⼼機 

⽣体イメージング装置（IVIS） 

SPF 研究室 4 
（マウス専⽤） 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

⿇酔器 

SPF 研究室 5 
（マウス専⽤） 

⿇酔フード 

動物⽤天秤 

X 線照射装置 

⿇酔器 

SPF 研究室 6 
（⾏動試験⽤） 

静⾳室 

動物⽤天秤 

⾏動試験装置 
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感染実験エリア 
 

研究室/実験室 設備・機器 

感染実験室 

安全キャビネット 
動物⽤天秤 
オートクレーブ 
超低温フリーザー 
冷凍冷蔵庫 
低速冷却遠⼼機 
微量⾼速遠⼼機 
恒温インキュベーター 
濁度計 

 

  

IVIS (In vivo imaging system) エレクトロポレーション装置 

イソフルラン⿇酔器 電⼦天秤・動物⽤天秤 
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オートクレーブ 

実体顕微鏡 X 線照射装置 

遠⼼機 

⾏動試験装置 
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2. 利⽤状況                   
1) 利⽤者数（⼊館者数） 
 
2023 年度の⽉別⼊館者数の推移 
 

  4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 総数 

総計（⼈） 2,221 1,917 1,672 978 902 1,245 1,499 1,721 1,232 1,201 1,817 1,530 17,935  

1 ⽇平均(⼈) 74.0 61.8 55.7 42.4 31.5 41.5 48.4 57.4 39.7 38.7 64.9 49.4 50.4 

 
 
過去 5 年間の⼊館者数の推移 

 

 
BSRC の年間総⼊館者数は、2019 年度までは約 20,000 ⼈であったが、2020 年度は新型コロナ感染拡⼤防⽌措置
に伴う学内への⼊構および BSRC への⽴ち⼊り⼈数の制限のため、⼊館者数は⼤幅に減少した。2021 年および
2022 年度は例年並みの年間⼊館者数であったが、2023 年度の 1 ⽇あたりの平均⼊館者数は 50.4 ⼈、年間総⼊館
者数は 17,935 ⼈であった。なお、⼊館者数の⽉毎の推移としては、5 年次の実務実習終了後および 4 年次の CBT
終了後にあたる 2 ⽉以降から卒業論⽂発表会のある 6 ⽉頃までが多い。  

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

（⼈）

2019 2020 2021 2022 2023 （月）
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2) 動物搬⼊状況 
 
2023 年度動物購⼊記録 
 
BSRC への搬⼊ 
 
マウス（匹） 
 

分野名 4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 計 

薬剤学 170 40 162 60 43 180 133 165 166 210 225 140 1,694 

薬理学 204 101 86 98 90 89 92 62 45 19 55 32 973 

代謝分析学 18 13 44 44   76 10   15   16   236 

薬物治療学 61 18 34 39 65 96 104 157 95 114 119 117 1,019 

薬物動態学 20 40 16 5 20 15   10   10 10 15 161 

病態⽣化学 16 20     17 13 17     8     91 

病態⽣理学 50   4 15 13 16 4 20 4 3 22   151 

細胞⽣物学         20               20 

衛⽣化学 161 139 182 141 72 15 109 74   171 25 91 1,180 

微⽣物・感染制御学 46 86 101 28   76 52 48 36 71 63 27 634 

公衆衛⽣学     11         8         19 

臨床薬理学 25 5   30 8       4   15   87 

シナジーラボ 4           20 20 35   3 19 101 

RI センター 43 51 8 14   34 25 47 70 27 64 112 495 

ＢＳＲＣ 19 13 7   25 36 13 15 22 6 11 6 173 

計 837 526 655 474 373 646 579 626 492 639 628 559 7,034 
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ラット（匹） 
 

分野名 4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 計 

薬剤学 48   12   8   8     8 10 26 120 

代謝分析学             10 20   5     35 

薬物動態学 155 75 65 10 25 30 75   30 75 65   605 

衛⽣化学                         0 

臨床薬理学   61 18 3       2 3 33 56 25 201 

RI センター 11 3   4   4   4       8 34 

ＢＳＲＣ           2           2 4 

計 214 139 95 17 33 36 93 26 33 121 131 61 999 

 
 
 
Q35 実習室への搬⼊（学⽣実習⽀援センター） 
 

分野名 4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 計 

マウス 480 480 480     132 130 120         1,822 

ラット 64 64 64                   192 

モルモット 30 30 30                   90 

 
2 年次前期 解剖学・⽣理学実習、3 年次前期 薬理学実習、3 年次後期 微⽣物学・免疫学実習で使⽤。 
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3) 飼養保管状況 
 
2023 年度⽉別飼養状況 

  マウス ラット 

  ケージ数 匹数 稼働率(%) ケージ数 匹数 稼働率(%) 

4 ⽉ 1,037 2,649 48.2 132 272 33.4 

5 ⽉ 1,146 3,027 45.5 53 119 31.6 

6 ⽉ 941 2,607 44.4 97 198 28.4 

7 ⽉ 895 2,474 41.4 80 158 22.1 

8 ⽉ 975 2,654 40.4 76 153 17.8 

9 ⽉ 1,042 2,863 45.5 90 168 17.8 

10 ⽉ 1,069 2,956 46.6 90 170 21.3 

11 ⽉ 1,042 2,894 49.6 94 170 21.8 

12 ⽉ 915 2,232 42.6 54 109 15.9 

1 ⽉ 1,055 2,697 44.1 95 157 16.6 

2 ⽉ 1,004 2,663 46.7 77 137 18.3 

3 ⽉ 975 2,571 45.7 81 112 17.7 

平均 1,008 2,691 45.1 85 160 21.9 

 
2023 年度は、例年並みの飼養・保管数（ケージ稼働率）であった。飼養・保管数で⽐較すると、マウスがラット

の約 10倍となっており、ケージの稼働率もマウスの⽅がラットと⽐較して⾼く推移している。 
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3. 事業報告                   
 
1) 微⽣物モニタリング実施状況・検査結果 
 
検査項⽬（ICLAS モニタリングセンター） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検査項目
マウス ラット

カテゴリー
通常 通常

培養

Corynebacterium kutscheri (ネズミコリネ菌) ● ● C

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) ● ● B
Salmonella spp. (サルモネラ) ● ● A

Bordetella bronchiseptica (気管支敗血症菌) ● C

血清

Clostridium piliforme (Tyzzer's organism: ティザー菌) ● ● C

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) ● ● B

Sendai virus (センダイウイルス) ● ● B

Ectromelia virus 
(またはMouse poxvirus: エクロトメリアウイルス) ● B

Lymphocytic choriomeningitis virus
(LCMV: リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス) ● A

Mouse hepatitis virus (MHV: マウス肝炎ウイルス) ● B
Hantavirus (ハンタウイルス) ● A
Sialodacryoadenitis virus

(SDAV: ラット唾液腺涙腺炎ウイルス) ● C

鏡検
消化管内原虫 ● ● E
外部寄生虫 ● ● E
蟯虫 ● ● E
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検査結果 

  検査項⽬ 
マウス 

2023.6 2023.9 2023.12 2024.3 

培養 

Corynebacterium kutscheri (ネズミコリネ菌) 0/9 0/7 0/7 0/7 

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) 0/9 0/7 0/7 0/7 

Salmonella spp. (サルモネラ) 0/9 0/7 0/7 0/7 

⾎清 

Clostridium piliforme (Tyzzer's organism: ティザー菌) 0/9 0/7 0/7 0/7 

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) 0/9 0/7 0/7 0/7 

Sendai virus (センダイウイルス) 0/9 0/7 0/7 0/7 

Ectromelia virus 

(または Mouse poxvirus: エクロトメリアウイルス) 
0/9 0/7 0/7 0/7 

Lymphocytic choriomeningitis virus 

(LCMV: リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス) 
0/9 0/7 0/7 0/7 

Mouse hepatitis virus (MHV: マウス肝炎ウイルス) 0/9 0/7 0/7 0/7 

鏡検 

消化管内原⾍ 0/9 0/7 0/7 0/7 

外部寄⽣⾍ 0/9 0/7 0/7 0/7 

蟯⾍ 0/9 0/7 0/7 0/7 

 

  検査項⽬ 
ラット 

2023.6 2023.9 2023.12 2024.3 

培養 

Corynebacterium kutscheri (ネズミコリネ菌) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Salmonella spp. (サルモネラ) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Bordetella bronchiseptica (気管⽀敗⾎症菌) 0/2 0/1 0/1 0/1 

⾎清 

Clostridium piliforme (Tyzzer's organism: ティザー菌) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Sendai virus (センダイウイルス) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Hantavirus (ハンタウイルス) 0/2 0/1 0/1 0/1 

Sialodacryoadenitis virus 

(SDAV: ラット唾液腺涙腺炎ウイルス) 
0/2 0/1 0/1 0/1 

鏡検 

消化管内原⾍ 0/2 0/1 0/1 0/1 

外部寄⽣⾍ 1/2* 0/1 0/1 0/1 

蟯⾍ 0/2 0/1 0/1 0/1 

*amoebae 
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2) 胚操作実施状況 
 

依頼 No. 分野 依頼内容 凍結胚本数（本） 

23-1 薬物治療学 体外受精・胚凍結 7 

23-2 病態⽣化学 融解移殖 ー 

23-3-1 

薬物治療学 

体外受精・胚移植 ー 

23-3-2 体外受精・胚凍結／移殖 2 

23-3-3 体外受精・胚凍結 3 

23-3-4 体外受精・胚凍結 6 

23-3-5 体外受精・胚凍結 2 

23-4 病態⽣化学 融解移殖 ー 

23-5 病態⽣化学 体外受精・胚凍結 4 

23-6 病態⽣化学 体外受精・胚移植 ー 

23-7-1 
シナジーラボ 

体外受精・胚凍結 7 

23-7-2 精⼦凍結 ストロー10 本 

23-8-1 
シナジーラボ 

体外受精・胚移植 ー 

23-8-2 体外受精・胚凍結／移殖 9 

23-9-1 
シナジーラボ 

体外受精・胚移植 ー 

23-9-2 体外受精・胚凍結／移殖 3 

23-10 病態⽣化学 体外受精・胚凍結／移殖 3 
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3) 遺伝⼦組換え動物作製状況 
 

分野 ⽅法 
エレポ供

与卵数 
2cell 発⽣率 産⼦数 離乳数 導⼊数 

導⼊率

(%) 

シナジーラボ 

IVF→TAKE 法 

Knock-In 

131 121 88.9 ー ー ー ー 

122 115 90.1 ー ー ー ー 

２step ⽬ 
120 115 79.9 2 0 0 0 

114 127 88.8 1 0 0 0 

病態⽣化学 
IVF→TAKE 法 

Knockout 
147 134 91.2 33 33 16 48.5 

シナジーラボ 
IVF→TAKE 法 

Knock-In 

86 ー ー 6 6 5 83.3 

50 ー ー 5 5 2 40 

BSRC 
IVF→TAKE 法 

Knock-In 
100 100 100.0 19 17 7 41.2 

薬物治療学 
IVF→TAKE 法 

Knockout 
150 143 95.3 30 23 18 78.3 

シナジーラボ 
IVF→TAKE 法 

Knock-In 
150 108 72.0 15 11 8 53.3 

薬物治療学 
IVF→TAKE 法 

Knock-In 

78 66 84.6 8 4 2 50 

80 36 45.0 0 0 0 0 

 
  



 - 23 - 

4) 動物慰霊祭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023 年 10 ⽉ 30⽇（⽉）に本校地実験慰霊碑前にて、動物慰霊祭が執り⾏われ、多くの教
職員ならびに学⽣が参列しました。弘誓⼭當⿇寺の増⽥宗雄住職の先導のもと、参列者全員
がお焼⾹をあげ、薬学ならびに医療の発展のために犠牲となった実験動物の御霊を供養しま
した。 
  



 - 24 - 

5) 教育訓練・利⽤者講習会・実地訓練 
 
2023 年度教育訓練受講者数 

  4 ⽉ 5 ⽉ 6 ⽉ 7 ⽉ 8 ⽉ 9 ⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ 1 ⽉ 2 ⽉ 3 ⽉ 合計 

2 年次 96 176 95                   367 

3 年次                         0 

4 年次                         0 

5 年次                         0 

6 年次                         0 

⼤学院⽣ 5                       5 

研究員他 1         1   1     1   3 

教員 2           1           3 

合計 104 176 95 0 0 1 1 1 0 0 1 0 378 

 

 

2 年次の解剖学・⽣理学実習の前に、2 年次⽣全員に対して教育訓練を実施。その他、動物実験を⾏う⼤学院⽣
および新任教員に対しても随時教育訓練を実施。 
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2023 年度 BSRC 利⽤者説明会・実地訓練受講者 
 
 

  受講者（⼈） 
  講習 実地訓練 

薬剤学 24 24 
薬理学 14 14 

代謝分析学 20 20 
薬物治療学 14 14 
薬物動態学 1 1 
病態⽣化学 21 21 
病態⽣理学 21 21 

微⽣物・感染制御学 2 2 
臨床薬理学 9 9 
臨床腫瘍学 14 14 

シナジーラボ 5 5 
衛⽣化学 4 4 

細胞⽣物学 2 2 
RI センター 4 4 

合計 155 155 
 
 
3 年次分野配属学⽣のうち、BSRC利⽤者全員に説明会（講義）と実地訓練を実施。説明会はオンデマンド配信
（2023 年 9 ⽉ 1 ⽇から配信）。 
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